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沖縄平和行動に参加して、沖縄戦の歴史や現在も続く基地問題について、現地を訪れながら学ぶことができた。実

際に自分の目で見て話を聞くことで、平和の大切さを改めて考える機会となった。 

嘉数高台では、普天間基地と住宅地が隣接する現状を見学した。基地による騒音や安全面の課題に加え、PFAS（有

機フッ素化合物）による環境問題についても学んだ。基地周辺では河川や地下水から PFASが検出され、住民の健康

や生活環境への影響が懸念されている。基地問題は安全保障だけでなく、地域住民の暮らしや環境にも深く関わる

課題であることを実感した。 

また、旧海軍司令部壕では、沖縄戦末期の厳しい戦況を学び、ひめゆりの塔では、戦争によって多くの若い命や未

来が失われたことを知った。平和祈念公園と魂魄之塔では、多くの戦没者が慰霊されてお 

り、命の尊さと戦争の悲惨さを改めて感じた。 

最後に参加した集会・デモでは、平和への願いを多くの人と共有し、戦争を繰り返さない 

ために歴史を学び続けることの重要性を実感した。今回のフィールドワークを通じて、戦争 

は過去の出来事ではなく、基地問題や環境問題など現在の沖縄にもつながる課題であること 

を学んだ。また、平和で安心して働き、暮らせる社会は決して当たり前ではなく、多くの犠 

牲の上に成り立っていることを実感した。 

組合活動においても、働く人々の暮らしを守るためには平和が不可欠である。今回学んだ 

ことを職場や地域で伝え、一人ひとりが平和について考え続けることが大切だと感じた。 

（江津市職労組 右田泰之） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『働くことを軸とする安心社

会～まもる・つなぐ・創り出

す～』の実現を目指して！ 

ＮＯ、８４ 

２０２６年 ７月３日 
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今
年
も
「
恒
久
平
和
へ
の
希
求
と
平
和
運
動
」
を
全
国
で
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、沖
縄
集
会
が
６
月
２３
日
～

２４
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
、
西
部
地
協
か
ら
は
江
津
地
区
会

議
・
右
田
泰
之
さ
ん
（
江
津
市
職
労
）
が
参
加
し
ま
し
た
。 

１
日
目
の
オ
キ
ナ
ワ
集
会
の
基
調
講
演
で
は
、
沖
縄
タ
イ
ム

ス
編
集
局
長
の
赤
嶺
由
紀
子
氏
か
ら「
報
道
か
ら
平
和
を
問
う
」

と
題
し
講
演
が
あ
り
、
平
和
式
典
で
は
平
和
ア
ピ
ー
ル
が
読
み

上
げ
ら
れ
参
加
者
全
体
で
確
認
を
し
ま
し
た
。 

２
日
目
に
は
ピ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
デ
モ
行
進
に
参

加
し
戦
争
の
悲
惨
さ
や
現
状
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

後
は
、
広
島
集
会
、
長
崎
集
会
、
根
室
集
会
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
各
地
で
参
集
す
る
こ
と
を
通
じ
て
戦
争
の
実
相
を

知
り
、
平
和
の
尊
さ
を
学
び
、
運
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

５月２４日（告示）、５月３１日（投開票）の日程で行われました江津市議会議員選挙において、連合推薦候補の 

「植田好雄」氏が 3期目、「植田圭介」氏が 2期目の当選を果たしました。この間の組合員の皆さんの取り組みに感 

謝申し上げます！引き続き、政策・制度要求やその他幅広い取り組みに対し連携を図ってまいります。 

 

 

 

 

～江津市議会議員選挙結果～・・・・・・ 

 

６月２３日は、１９７４年に制定された

沖縄県の条例により、戦争による惨 

禍が再び起こることのないよう、人類普 

遍の願いである恒久平和を希求するとと 

もに、戦没者の霊を慰めるため、 

「慰霊の日」と定められて 

います。 

【慰霊の日】について 
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５月１６日(土)、浜田市『金城カントリークラブ』におい

て幅広くチャリティー募金を災害等支援活動として活用する

ことや、各構成組織・各地区の組合員の交流を深め、「顔合わ

せ」「心あわせ」「力あわせ」から組織の充実・強化を図るこ

とを目的として開催しました。 

来賓として連合島根各役員・ＯＢ、島根県労働者福祉協議

会、こくみん共済ＣＯＯＰ、中国労金、連合推薦議員および 

東部地協、中部地協の皆様にもご参加をいた 

だくなど構成組織・組合員皆様のご理解 

とご協力のもと、７１名という多くの皆 

様にご参加をいただきました。 

当日は初夏を思わせる汗ばむ陽気の 

中、日頃の練習の成果をいかんなく発揮 

をしつつ組合員同士の交流・懇親に繋が 

る大会となりました。 

今大会の優勝は村上智視さん（益田市 

職労）でした。 

なお、大会を通じて集めたチャリティ 

ー募金の７１,０００円は連合島根を通 

じて赤十字へ贈呈させていただきました。 

６月の「男女平等参画推 

進月間」の取り組みとして、 

６月２０日(土)に「労働会 

館４０１」において、「２０ 

２６年度ジェンダー平等推 

進研修会」が開催され、西

部地協から高橋悠希地協青年女性委員長、 

高木喜史さん（共に江津市職労）が参加しました。 

当日は、県内各地から総勢３５名が参加の下、 

グループに分かれ、男女の視点で考える避難所運 

営ゲームを行いました。 

ゲームの中では、体育館や学校の平面図を使い、 

様々な年齢や理由を抱える避難者の部屋割に加え、 

炊き出しの場所や仮設トイレの設置などのミッシ 

ョンをグループで自由に話し合いをしながら避難 

所の運営について実践的な体験を通して学ぶこと 

ができました。 

研修を通じて改めて防災・減災を考える貴重な 

機会になりました。 

６
月
３０
日
（
火
）、
浜
田
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
お

い
て
、
連
合
島
根
推
薦
首
長
で

あ
る
浜
田
市
長
の
「
三
浦
大

紀
」
氏
を
お
招
き
し
て
、
浜
田

市
政
に
つ
い
て
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
連
合
島
根
か
ら
景

山
会
長
、
原
田
西
部
地
協
議

長
、
藤
田
浜
田
地
区
会
議
議

長
・
藤
野
事
務
局
長
お
よ
び
構

成
単
組
・
支
部
代
表
者
を
中
心

に
総
勢
１８
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 冒

頭
、
原
田
議
長
お
よ
び
景

山
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
を

受
け
た
の
ち
、三
浦
市
長
か
ら
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て

「
育
ち
・
育
て
る
・
浜
田
へ
」

と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

講
演
で
は
、
は
た
ら
く
こ
と

を
テ
ー
マ
に
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
か
ら
く
る

孤
立
・
孤
独
の
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
や
地
域
の

価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
、
Ｄ

Ｘ
の
活
用
に
よ
り
「
働
く
人
の

人
生
が
豊
か
に
な
る
地
域
を
」

目
指
し
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
街

を
み
ん
な
で
作
り
あ
げ
た
い
と

熱
い
思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

講
演
後
の
意
見
交
換
で
は
、

地
域
の
高
齢
化
に
よ
る
自
治

機
能
低
下
の
課
題
や
若
者
の

離
職
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
銀
天
街
の
空
き

店
舗
活
用
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

続
い
て
同
会
場
に
て
市
長

を
交
え
懇
親
会
を
開
催
し
、
懇

親
会
の
中
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
が
抱
え
る
課
題
や
地
域
が

抱
え
る
課
題
な
ど
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
な
が
ら
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
三
浦
市
長
と

の
今
後
の
連
携
と
懇
親
を
深

め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。 

浜
田
市
政
懇
談
会
を
開
催


